
令和７・８年度　九州管内北部橋梁診断業務

現地検査（点検業務と連携）２９５橋、現地検査（診断業務単独）２０
橋、健全性の診断３１５橋、点検結果記録３１５橋、橋梁管理カルテ更新
（定期点検）３１５橋、橋梁管理カルテ更新（補修・補強）１５橋、橋梁
管理カルテ更新（第三者被害予防措置）２４４橋、橋梁管理カルテ（詳細
調査）３３橋、道路橋記録様式作成３１５橋、研修等運営補助１式

分任支出負担行為担当官
九州地方整備局　九州道路メンテナンスセンター長
寺尾　幸太郎
福岡市博多区博多駅東２丁目１１番１号

令和　７年　７月　２日

（一財）橋梁調査会

東京都文京区音羽２－１０－２

１７８，２００，０００円（税込み）

１７８，３９８，０００円（税込み）

別紙のとおり

九州地方整備局管内（福岡県、佐賀県、長崎県）

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　７年　７月　３日

履 行 期 間 (至) 令和　８年　９月３０日

入札情報サービス（ＰＰＩ）
（https://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Sear
ch.aspx）
にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索する
ことにより、契約過程に関する情報を閲覧可能である。
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契約理由書 

１．業務件名  令和７・８年度 九州管内北部橋梁診断業務 

２．履行場所  九州道路メンテナンスセンター 

３．契約の相手方 住 所： 東京都文京区音羽2-10-2 

会社名： 一般財団法人 橋梁調査会 

電 話： 03-5940-7788 

４．契約適用法令：会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第三号 

５．当該業務の目的・内容及び契約に付する理由 

（１）当該業務の目的 

本業務は、「橋梁定期点検要領 国土交通省道路局国道･技術課 令和６年７月」に基づき、橋梁点検を行

った橋梁について、同要領に基づき橋梁診断として損傷原因の特定（推定）及び、健全性の診断等を行うも

のである。また、記録を一元的に管理する橋梁管理カルテの作成等を行う。さらに道路管理者への研修の資

料作成、及び運営補助等を行うものである。 

（２）業務の内容 

□橋梁診断

現地調査 （点検業務と連携） ２９５橋 

現地調査 （診断業務単独） ２０橋 

健全性の診断    ３１５橋 

点検結果記録    ３１５橋 

橋梁管理カルテ更新（定期点検） ３１５橋 

橋梁管理カルテ更新（補修・補強） １５橋 

橋梁管理カルテ更新（第三者被害予防措置）２４４橋 

橋梁管理カルテ更新（詳細調査） ３３橋 

道路橋記録様式作成 ３１５橋 

□研修

研修等運営補助   １式 

（３）契約に付する理由 

本業務の契約方式は、技術提案の公募を行い、提案のあった内容を総合的に評価し、契約の相手方を特

定するプロポーザル方式である。 

参加可能業者が１１９７者（同種：１９７者、類似１０００者以上）あることを確認の上、技術提案書

の提出を公募したところ、申請期間内に電子入札システムを通じ業務説明書を３２者が入手（ダウンロー

ド）し、２者から参加表明書が提出され、２者が参加資格を有していた。 

参加資格を有する２者を技術提案書の提出者として選定し、そのうち２者から技術提案書が提出された。 

建設コンサルタント業務等請負業者選定事務処理要領及びプロポーザル方式による建設コンサルタン 

ト等の特定手続きにより技術提案書を審査した結果、契約の相手方は、本業務を遂行するために必要な配

置予定技術者の資格及び実績等、配置予定技術者の成績及び表彰、実施方針及び評価テーマ「橋梁定期点

検要領(R6.7)に基づき損傷原因等を調査して所見を作成するための技術的評価を行う際の留意点につい

て」に係る技術力を備えていると判断された。 

特に実施方針・実施フロー、工程表などについて、最も優れた提案が行われていたものである。 

よって、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４第三号により、上記業者と

契約を締結するものである。 

（契約理由書作成者） 

九州道路メンテナンスセンター 技術第一課長 
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